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バ
イ
デ
ン
政
権
の
登
場
に
よ
り
、
再
び
「
日
米
韓
」
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
の
日
米
韓
は
事
実
上
放
置

さ
れ
、Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事
情
報
保
護
協
定
）
危
機
に
ま
で
至
り
、

米
国
は
火
消
し
役
と
し
て
問
題
対
応
ば
か
り
に
追
わ
れ
た
。
日
米
韓

は
「
負
の
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）」
と
化
し
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
日

米
韓
を
再
び
「
正
の
資
産
」
と
し
て
リ
セ
ッ
ト
し
、
そ
の
立
て
直
し

に
注
力
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
時
代
の
日
米

韓
の
再
構
築
で
あ
る
。

　

米
国
の
同
盟
国
で
あ
る
日
韓
両
国
は
そ
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
の

か
。
そ
れ
と
も
日
韓
不
和
の
ま
ま
終
わ
り
、
日
米
韓
と
い
う
戦
略
的

神
田
外
語
大
学
教
授

阪
田
恭
代

「
負
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
日
韓
関
係
。

米
国
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
か
ら
関
係
修
復
に
注
力
し
た
が
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
さ
ら
に
強
力
な
て
こ
入
れ
を
図
る
。

日
米
韓
を
「
負
債
」
か
ら
「
資
産
」
に
リ
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、

イ
ン
ド
太
平
洋
を
「
協
調
の
海
」
に
で
き
る
か
。

さ
か
た　

や
す
よ　
一
九
八
九
年
慶
應
義
塾

大
学
卒
。
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
専
門
は
朝
鮮
半
島
の
外
交
・

安
全
保
障
、
米
韓
同
盟
、
国
際
政
治
学
。

米
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
韓
国
・
延

世
大
学
訪
問
研
究
員
。
共
著
に
『
朝
鮮
半

島
の
秩
序
再
編
』『
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全

保
障
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
』
な
ど
。

三
月
一
八
日
、
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ

た
米
韓
２
＋
２
（
外
務
・
国
防

閣
僚
協
議
）（
時
事
）

「
日
米
韓
」は
立
て
直
せ
る
か

―
―
バ
イ
デ
ン
外
交
と
「
イ
ン
ド
太
平
洋
時
代
」へ
の
課
題
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資
産
を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
登
場
を
、

機
会
と
し
て
活
か
せ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
時
代
負
の
遺
産
・
危
機
に
陥
っ
た
日
米
韓

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
、
日
韓
関
係
の
悪
化
に
と
も
な
っ
て
日
米
韓

は
か
な
り
揺
れ
た
。
特
に
二
〇
一
八
～
一
九
年
は
日
韓
の
み
な
ら
ず

日
米
韓
に
と
っ
て
最
悪
と
も
い
え
る
時
期
で
あ
っ
た
。
日
韓
で
は
徴

用
工
→
輸
出
管
理
→
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
へ
と
、
歴
史
問
題
か
ら
経
済
そ

し
て
軍
事
安
保
に
ま
で
「
負
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
が

展
開
さ
れ
、
日
米
韓
協
力
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。

　

米
国
は
徴
用
工
問
題
に
は
非
介
入
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
し
た
輸
出
管
理
と
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
問
題
に

つ
い
て
は
危
機
感
を
抱
き
、
陰
に
陽
に
介
入
し
た
と
言
わ
れ
る
。
結

果
、
輸
出
管
理
に
つ
い
て
日
本
を
牽
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
に
つ
い
て
は
全
面
介
入
し
て
韓
国
（
文
在
寅
政

権
）
に
よ
る
同
協
定
の
破
棄
を
事
実
上
、
止
め
た
。
そ
れ
は
日
米
韓

の
瓦
解
を
招
く
き
っ
か
け
に
な
る
危
険
性
を
秘
め
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
と
り
あ
え
ず
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
は
負
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
か
ら
外
し
た

が
、
歴
史
問
題
と
輸
出
管
理
の
問
題
は
残
っ
て
い
る
。

　

日
米
韓
が
弱
体
化
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
同
盟「
軽
視
」と
米
韓
同
盟
の
弱
体
化
で
あ
る
。ト
ラ
ン
プ
政
権（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
、国
防
総
省
、国
務
省
）自
体
は「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
二
〇
一
七

年
）
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
対
中
戦
略
競
争
の
中
で
同
盟
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
て
い
た
。
日
米
は
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
を

共
有
し
、
同
盟
は
維
持
・
強
化
さ
れ
、
安
倍
晋
三
首
相
と
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
指
導
者
レ
ベ
ル
の
関
係
で
マ
ネ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。

　

日
米
と
は
対
照
的
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
個
人
の
「
取
引
外
交
」

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
た
の
が
、
欧
州
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ 

（
北
大
西
洋
条

約
機
構
）、
そ
し
て
ア
ジ
ア
で
は
米
韓
同
盟
で
あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
文
大
統
領
は
ウ
マ
が
合
わ
ず
、
在
韓
米
軍
駐
留
経
費
分
担

問
題
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
終
わ
っ
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
自
身
、
韓
国
の
文
大
統
領
よ
り
も
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委

員
長
に
関
心
が
あ
っ
た
。
米
朝
対
話
の
た
め
に
（
大
規
模
な
）
米
韓

合
同
軍
事
演
習
を
止
め
て
し
ま
っ
た
が
、
結
果
的
に
非
核
化
と
い
う

観
点
か
ら
は
大
き
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

バ
イ
デ
ン
外
交
は
日
米
韓
に
狙
い
を
定
め
る

　

ト
ラ
ン
プ
時
代
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
今
年
一

月
に
発
足
し
た
。
国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
の
立
て
直
し

に
集
中
し
、「
分
断
」
と
闘
い
な
が
ら
、
同
時
並
行
で
、
周
り
が
驚

く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
積
極
的
な
外
交
を
こ
こ
数
ヵ
月
の
う
ち
に
展

開
し
て
き
た
。
三
月
初
旬
発
表
の「
暫
定
国
家
安
全
保
障
戦
略
方
針
」
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（Interim
 N

ational Security Strategic Guidance

）
の
通
り
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
中
戦
略
競
争
を
継
承
し
、
同

盟
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
多
国
間
制
度
や
連
携
の
戦
略
的

な
立
て
直
し
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
、
ブ
リ
ン

ケ
ン
国
務
長
官
、
サ
リ
バ
ン
大
統
領
国
家
安
保
担
当
補
佐
官
ら
が
一

丸
と
な
っ
て
「
チ
ー
ム
・
バ
イ
デ
ン
」
と
し
て
外
交
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
こ
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ま
ず
大
西
洋
同
盟
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
再
確
認
の

た
め
、
二
月
半
ば
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
安
全
保
障
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

に
参
加
し
、
米
英
仏
独
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
た
。
三
月
か
ら
イ
ン

ド
太
平
洋
方
面
の
外
交
が
始
ま
り
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
ま
ず
ク

ア
ッ
ド
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
）
初
の
サ
ミ
ッ
ト
（
オ
ン
ラ
イ
ン・三
月
一
二
日
）

を
開
催
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
主
要
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ク

ア
ッ
ド
重
視
の
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
翌
週
か
ら
日
米
韓
外
交
が
展

開
さ
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
外
交
初
の
閣
僚
級（
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
、

オ
ー
ス
チ
ン
国
防
長
官
）・
対
面
外
交
の
訪
問
先
と
し
て
日
本
と
韓

国
を
選
び
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
首
脳
級
会
談
も
行
わ
れ
た
。

　

今
年
三
月
以
降
の
日
米
韓
外
交
の
日
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
三

月
一
六
日
、
日
米
２
＋
２
（「
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
」）（
東

京
）、
三
月
一
八
日
、
米
韓
２
＋
２
（「
米
韓
外
務
・
国
防
閣
僚
級
会

談
」・
ソ
ウ
ル
）、
四
月
二
日
、
日
米
韓
国
家
安
保
補
佐
官
会
談
（
米

ア
ナ
ポ
リ
ス
）、四
月
一
六
日
、日
米
首
脳
会
談
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
・

同
日
に
米
韓
首
脳
会
談
の
開
催
日
程
発
表
）、
四
月
三
〇
日
、
日
米

韓
参
謀
長
会
談
（
ハ
ワ
イ
）、
五
月
六
日
、
日
米
韓
外
相
会
談
（
Ｇ

７
プ
ラ
ス
外
相
会
談
・
ロ
ン
ド
ン
）、
五
月
一
二
日
、
日
米
韓
情
報

担
当
官
会
談
（
東
京
）、
五
月
二
一
日
、
米
韓
首
脳
会
談
（
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
）。
今
後
、
六
月
四
～
五
日
、
英
国
国
際
戦
略
研
究
所
（
Ｉ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
主
催
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
対
話
（
ア
ジ
ア
国
防
相
会
議
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
六
月
一
一
日
～
一
三
日
、
Ｇ
７
プ
ラ
ス
・
サ
ミ
ッ

ト
（
ロ
ン
ド
ン
）
が
予
定
さ
れ
る
が
、
日
米
韓
防
衛
相
会
談
と
日
米

韓
首
脳
会
談
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
日
米
韓
の
外
交
的
な
土
台
づ
く
り

の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
ひ
と
通
り
終
わ
る
。

　

こ
れ
ら
外
交
日
程
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
の
中
で
、
政
権
の
初
期

段
階
か
ら
全
て
対
面
で
行
わ
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が
日
米
韓

の
立
て
直
し
、
そ
し
て
日
韓
関
係
の
修
復
に
注
力
し
て
い
る
証
拠
で

あ
る
。
特
に
オ
バ
マ
政
権
時
代
、「
リ
バ
ラ
ン
ス
」
戦
略
の
中
で
国

務
次
官
と
し
て
日
米
韓
協
力
を
推
進
し
た
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
強
く
、「
ア
ジ
ア
へ
の
旋
回
（
ピ
ボ
ッ
ト
）」
の

考
案
者
、キ
ャ
ン
ベ
ル
現
イ
ン
ド
太
平
洋
調
整
官
の
後
押
し
も
あ
る
。

北
朝
鮮
問
題
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
太
平
洋
連
携
も
射
程
に

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
日
米
韓
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
第
一
義
的
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に
は
北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
的
は
そ
れ
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
大
き
な
観
点
か
ら
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け

る
連
携
を
求
め
て
い
る
。

　

日
米
は「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）ビ
ジ
ョ

ン
と
戦
略
に
よ
り
緊
密
に
連
携
し
て
き
た
が
、
日
米
韓
や
韓
国
の
位

置
付
け
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
想
に
対
す
る
韓
国
の
消
極

性
や
日
韓
関
係
の
悪
化
が
障
害
と
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ
ー
ン
米
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）

上
級
副
所
長
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
九

日
）
で
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
と
ク
ア
ッ
ド
に
つ
い
て
「
気
が
か
り
な
点
」
を

挙
げ
た
。
そ
れ
は
韓
国
の
問
題
で
あ
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
対
中
競
争
に

お
い
て
海
洋
安
保
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
応
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島

が
空
白
地
帯
に
な
っ
て
い
る
と
危
惧
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国

に
、
韓
国
や
米
韓
同
盟
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
い
と
い
う
誤
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
韓
国
が
入
っ
て
い
な
い
」

こ
と
は
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
構
想
の
「
枠
組
み
と
し
て
の
欠
陥
（conceptual 

failure

）」
で
あ
り
、
そ
れ
は
韓
国
の
み
な
ら
ず
、
日
米
両
国
に
と
っ

て
問
題
で
あ
る
と
グ
リ
ー
ン
氏
は
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
対
応
策
と

し
て
韓
国
の
ク
ア
ッ
ド
へ
の
協
力
が
叶
え
ば
い
い
が
、
そ
れ
が
無
理

な
ら
他
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
し
か
な
い
。
日
米
韓
も
そ
の
一
つ
だ

が
、そ
れ
は
「
実
際
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、む
し
ろ
逆
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
」
と
、
グ
リ
ー
ン
氏
は
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
れ
が
奇

し
く
も
的
中
し
、
一
九
年
秋
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
日
米
韓
が
目
の
前

で
瓦
解
す
る
こ
と
を
食
い
止
め
な
が
ら
、
同
時
に
米
国
務
省
を
中
心

に
、
韓
国
の
「
新
南
方
政
策
」（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
イ
ン
ド
と
の
協
力
）

と
米
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
と
の
連
携
を
進
め
、
イ
ン
ド
太
平
洋

へ
の
韓
国
の
参
加
を
促
し
て
い
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
日
米
韓
の
修
復
に
向
け
て
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
か
ら
て
こ
入
れ
し
た
。
ブ
リ
ン
ケ
ン
と
オ
ー
ス
チ
ン
両
長
官
の

日
韓
訪
問
に
よ
り
、
日
米
韓
重
視
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
日
韓
の
み

な
ら
ず
中
国
に
も
送
っ
た
。
日
米
と
米
韓
は
同
盟
の
主
な
目
的
や
性

格
も
異
な
る
の
で
違
い
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
共
同
声
明
に
お

い
て
中
国
と
北
朝
鮮
へ
の
言
及
に
つ
い
て
も
差
が
出
た
の
は
否
め

な
い
。
し
か
し
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
広
い
文
脈
で
見
れ
ば
、

共
通
点
も
見
出
せ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

日
米
と
米
韓
２
＋
２
の
成
果
の
一
つ
は
、
日
米
同
盟
の
み
な
ら
ず

米
韓
同
盟
も
よ
う
や
く
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
同
盟
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
点
で
あ
る
。
日
米
は
従
来
通
り
「
日
米
同
盟
は
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
の
平
和
、
安
全
及
び
繁
栄
の
礎
（cornerstone

）」
で

あ
り
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
と
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国

際
秩
序
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
を
再
確
認

し
た
（
共
同
発
表
、
三
月
一
六
日
）。
注
目
す
べ
き
は
米
韓
同
盟
に
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つ
い
て
の
微
妙
な
変
化
で
あ
る
。
従
来
、
米
韓
同
盟
の
公
式
文
書
、

特
に
国
防
部
で
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
へ
の
言
及
を
避
け
て
き
た
が
、

外
務
と
国
防
の
閣
僚
が
揃
っ
て
参
加
す
る
今
回
の
２
＋
２
の
場
で
、

米
韓
同
盟
は
「
北
東
ア
ジ
ア
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
と

世
界
に
お
け
る
平
和
、
安
全
と
繁
栄
の
核
心
軸
（lynchpin

）」
で

あ
る
と
確
認
し
、
初
め
て
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を

共
通
の
用
語
と
し
て
採
用
し
た
（
共
同
声
明
、
三
月
一
八
日
）。
た

だ
し
、
韓
国
は
ま
だ
慎
重
な
態
度
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
点
は
、日
米
２
＋
２
共
同
声
明
で
「
日
本
、

米
国
及
び
韓
国
の
三
ヵ
国
協
力
は
わ
れ
わ
れ
が
共
有
す
る
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
の
安
全
、
平
和
及
び
繁
栄
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
」
と

し
、
日
米
韓
を
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
連
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
日
米
首
脳
会
談
の
声
明
（
四
月
一
六
日
）
で
は
日
米
韓
三
ヵ
国
協

力
が
「
わ
れ
わ
れ
共
通
の
安
全
及
び
繁
栄
に
と
り
不
可
欠
で
あ
る
」

こ
と
を
確
認
し
、
同
日
の
共
同
記
者
会
見
で
菅
義
偉
首
相
が
「
北
朝

鮮
へ
の
対
応
や
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
に
と
っ
て
日
米

韓
の
三
ヵ
国
協
力
が
か
つ
て
な
く
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
一
致
し
、こ
の
協
力
を
推
進
し
て
い
く
」
と
表
明
し
た
。
日
本
は
、

日
韓
で
歴
史
問
題
が
浮
上
し
て
も
、
政
策
上
一
貫
し
て
、
日
米
同
盟

の
延
長
線
と
し
て
日
米
韓
協
力
を
支
持
し
て
き
た
。
今
回
も
日
米
協

調
の
一
環
と
し
て
イ
ン
ド
太
平
洋
に
日
米
韓
を
位
置
付
け
た
と
解
釈

で
き
る
。
グ
リ
ー
ン
氏
が
指
摘
し
た 

Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
構
想
の
「
枠
組
み

と
し
て
の
欠
陥
」
の
修
繕
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ク
ア
ッ
ド
と
韓
国
に
つ
い
て
兼
原
信
克
・
元
官
房
副
長

官
補
は
「
外
交
の
基
本
的
な
役
割
は
力
関
係
の
維
持
で
、
味
方
を
増

や
し
て
敵
を
減
ら
す
の
が
鉄
則
だ
。
日
米
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ

ン
ド
を
加
え
た
四
ヵ
国
（
ク
ア
ッ
ド
）
の
枠
組
み
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
韓
国
は
（
中
略
）
民
主
主
義
国
で
あ
り
、
六
〇
万
の
兵
力
を
持

つ
軍
事
大
国
で
あ
る
。日
本
と
し
て『
ク
ア
ッ
ド
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
』

に
韓
国
を
引
き
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」（
日
本
経
済
新
聞
四
月
二
〇

日
付
）
と
述
べ
て
い
る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
を
め
ぐ
る
日
本
の
戦
略
的

思
考
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

韓
国
は
ま
だ
日
米
韓
協
力
に
つ
い
て
は
及
び
腰
で
あ
る
が
、
そ
の

重
要
性
に
再
び
言
及
し
始
め
て
い
る
。
そ
れ
は
米
韓
同
盟
の
た
め
で

あ
り
、
バ
イ
デ
ン
政
権
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
文
在

寅
大
統
領
は
、
今
年
三
月
一
日
の
三
・
一
運
動
記
念
式
典
演
説
で
日

韓
関
係
と
日
米
韓
協
力
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
日
韓
は
「
お
互
い
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
隣
国
」
で
あ
り
、「
両
国
の
協
力
は
何
よ
り

も
ま
ず
、
両
国
双
方
に
利
す
る
も
の
で
あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
安
定

と
共
同
繁
栄
に
も
貢
献
し
、
韓
米
日
三
ヵ
国
の
協
力
に
も
資
す
る
は

ず
で
あ
る
」（
聯
合
通
信
）。
続
け
て
、
米
韓
２
＋
２
共
同
声
明
（
三

月
一
八
日
）
で
は
「
韓
米
日
三
ヵ
国
間
協
力
の
重
要
性
を
認
識
し
、
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地
域
に
お
け
る
平
和
、
安
全
と
繁
栄
を
促
進
す
る
た
め
の
相
互
互
恵

的
な
、前
向
き
な
協
力
の
推
進
を
続
け
る
」
と
確
認
し
た
。
た
だ
し
、

日
米
声
明
と
異
な
り
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
明
示
せ
ず
、「
地
域
」

に
と
ど
め
た
。
韓
国
と
し
て
は
、
中
国
を
刺
激
し
な
い
た
め
に
、
日

米
韓
を
北
朝
鮮
問
題
に
限
定
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
日
韓
関
係
の
膠

着
も
影
響
し
て
い
る
。

韓
国
も
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
接
近

　

韓
国
は
、
米
中
と
の
間
で
独
特
の
「
均
衡
」
を
図
り
な
が
ら
も
、

距
離
を
置
い
て
き
た
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
に
徐
々
に
接
近
し
つ
つ
あ

る
。 

韓
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
協
力
は
、
日
米
韓
で
は
な
く
米
韓
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
で
形
で
進
め
ら
れ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
文
政
権

が
「
ク
ア
ッ
ド
」
に
言
及
す
る
か
ど
う
か
も
注
目
さ
れ
る
が
、
バ
イ

デ
ン
政
権
は
名
よ
り
実
を
と
っ
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
で
の
連
携
を
進

め
て
い
く
で
あ
ろ
う
。そ
れ
が
結
果
的
に
日
米
韓
協
力
に
つ
な
が
り
、

イ
ン
ド
太
平
洋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
協
力
に
統
合
さ
れ
る
。

　

五
月
二
一
日
の
米
韓
首
脳
会
談
で
そ
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
。
米
韓
の
懸
案
は
も
は
や
北
朝
鮮
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド

太
平
洋
で
の
協
力
も
主
要
議
題
と
な
る
。
そ
れ
は
米
韓
同
盟
の
拡
大

を
意
味
す
る
。
ク
ア
ッ
ド
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

気
候
変
動
、
重
要
・
新
興
技
術
（
５
Ｇ
、
半
導
体
、
レ
ア
ア
ー
ス
な

ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
の
三
つ
の
作
業
部
会
の
設
置
に
合
意
し

た
が
、
韓
国
も
協
力
す
る
方
向
で
あ
る
。
特
に
半
導
体
（
サ
ム
ス
ン

電
子
な
ど
）
と
ワ
ク
チ
ン
（
米
製
ワ
ク
チ
ン
・
製
造
）
の
協
力
が
注

目
さ
れ
る
。
米
韓
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
協
力
も
強
調

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
対
北
連
携
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
ミ
ド
ル

パ
ワ
ー
（
中
堅
国
）
と
し
て
の
韓
国
の
利
益
に
適
う
。
い
わ
ば
米
韓

の
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
は
イ
ン
ド
太
平

洋
に
お
け
る
足
場
を
確
保
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

「
と
り
あ
え
ず
」
日
米
韓
で
協
力
を

　

日
韓
は
、
両
国
の
指
導
者
が
確
認
し
た
通
り
、「
重
要
な
隣
国
」

で
あ
る
。
北
朝
鮮
問
題
で
の
連
携
は
不
可
欠
だ
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋

に
お
い
て
も
両
国
が
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
（
欠
け
た
環
）
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
バ
イ
デ
ン
政
権
は
日
韓
関

係
の
修
復
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
両
国
の
指
導
者
は
、
徴
用
工
と

輸
出
管
理
の
問
題
を
抱
え
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
当
面
は
日
韓
関
係
の
修
復
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
と

り
あ
え
ず
日
米
韓
を
活
用
し
て
、
戦
略
的
連
携
と
協
力
を
模
索
し
て

い
く
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
日
米
韓
を
「
形
」
か
ら
固
め
て

い
く
べ
き
だ
。
三
ヵ
国
の
外
相
会
談
に
続
き
、
防
衛
相
会
談
、
そ
し

て
首
脳
会
談
に
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
●




